予算要求資料
平成29年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工業振興費
	事業名　新富山県ものづくり総合見本市出展支援事業


　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　新産業・エネルギー振興課　ＩＴものづくり係
　電話番号：058-272-1111（内3111）

E-mail：c11353@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　    1,300千円（前年度予算額：　0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
  「富山県・岐阜県知事懇談会」（H21.7月）の合意に基づき、平成21年度より両県の産業見本市への相互出展を実施。
　　【岐阜県：ものづくり岐阜テクノフェア】隔年開催
【富山県：富山県ものづくり総合見本市】隔年開催
	年度
	月
	開催地
	出展者数

	H21
	11
	岐阜県（大垣市）
	富山県からの出展者　８社

	H22
	9
	富山県（富山市）
	岐阜県からの出展者　９社＋県

	H23
	10
	岐阜県（各務原市）
	富山県からの出展者　８社・団体

	H24
	9
	富山県（富山市）
	岐阜県からの出展者　７社＋県

	H25
	11
	岐阜県（多治見市）
	富山県からの出展者　８社・団体

	H26
	
	
	＊北陸新幹線開業に合わせ翌年送り

	H27
	4
	富山県（富山市）
	岐阜県からの出展者　７社＋県

	
	11
	岐阜県（岐阜市）
	富山県からの出展者　１社

	H28
	
	
	＊富山会場の改修のため翌年送り

	H29
	秋
	富山市（予定）
	岐阜県からの出展者　８社目標

	H30
	秋
	岐阜県（予定）
	


　　
（２）事業内容
平成２９年度開催予定の「富山県ものづくり総合見本市（富山市）」に岐阜県ブース（８小間を計画）を確保し、岐阜県工業会（ものづくり岐阜テクノフェアを主催）と連携して岐阜県企業の出展を支援することにより、企業のビジネスマッチングを図るとともに、両県の製造業界の交流の促進を図る。
会　　期：　平成29年秋（予定）
出展規模：　国内226社・団体、海外162 社・団体（平成27年実績）

（３）県負担・補助率の考え方

　　富山県と本県による交流事業の一環として実施する県の経済・雇用対策であり、県負担は妥当。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	104
	職員旅費

	需用費
	6
	事務用品

	役務費
	30
	通信運搬費、出展小間手数料

	使用料・賃貸料
	1,160
	出展小間料

	合計
	1,300
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　岐阜県版成長・雇用戦略　【部材産業の取引拡大支援】
（２）国・他県の状況

　　　国内経済の状況を鑑み中小企業の海外展開支援を強化
（３）後年度の財政負担
　　　５年を目途に継続等について必要な検討を実施
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	国内外の企業との取引拡大を目指して挑戦する県内部材関連企業を支援することで、将来的な国際競争力の強化・経営基盤の安定を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	商談件数
	0
（H）
	（H  ）
	（H　）
	51
（H27）
	70
（H30）
	71.4％


	
	(H）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	「富山県ものづくり総合見本市2015」（H27.4、富山市）への出展支援（ブース代を県が負担）を県内企業７社に対し行った。県としても１ブースを出展し、岐阜県のＰＲ（商工労働部の取組紹介、企業誘致・観光ＰＲ）を行った。


（前年度の成果）

	＜「富山県ものづくり総合見本市2015」出展支援企業の声＞
・北陸方面へのつながりを持つことができた。

・取引企業様の来場があり、会社のＰＲができた。県ブースでの出店ということから

信頼度があがった。

・出展企業間で情報交換や具体的な案件の話ができた。

・海外企業との商談や自社製品のＰＲができた。

・県外からの訪問もあり、アピールにつながった。

・お客様のニーズを聴き、改良に繋がる意見交換ができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇
	大手メーカーの海外進出と現地調達率の上昇、国内人口減少等にともなう市場の縮小懸念など、中小企業も顧客の多角化と新たな市場の開拓の必要性に迫られている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇
	展示会終了後１か月経過した時点のアンケート結果で、出展に満足との回答が７割あったほか、ブース来場者との商談が継続している案件も１件あり、新規取引拡大の支援につながった。自治体ブースでの出展のため、知名度の低い中小企業の信頼性を高めてくれたとの声もあった。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　〇

	ものづくり岐阜テクノフェアの主催者である県工業会と密接に連携し、企業ニーズに即して事業を展開している。


（今後の課題）

	ブースへの来場者増を図るとともに、商談件数を増やせるよう、効果的な方策を検討する。


（次年度の方向性）
	富山県・岐阜県の交流事業のひとつとして定着しており、県内の産業振興にも貢献する事業であるため、今後とも実施する必要がある。


